
みなさん、いま日本は戦後最大の歴史の曲がり角に立っています。 
1 月 4 日のＴＢＳ「サンデーモーニング」は、ル・ボンの「群集心理」という本を取り上げ

ました。 
 これは、日本がファシズムの戸口に立っている。その一方で昨年末の衆議院選挙の史上

最低の投票率５２．９％に示されるように、国民の中に政治的無関心が広がっていること

を重ねて考えようという意図でした。 
 ル・ボンが挙げる「群衆」の特徴は、次のようなものであります。 
〇群衆は、感染する 
〇 々  過激に走りやすい 
〇 々  衝動的である 
〇 々  暗示に弱い 
〇 々  同一化する 
〇 々  服従する 
 
２月１２日安倍首相は衆参の施政方針演説で、「日本を取り戻す」「そのためにはこの道

しかない」「テロと戦う国際社会において、日本の責任を毅然と果たす」と述べました。 
 そして、「改革」という言葉を４５分間に３６回も繰り返しました。 
 「改革断行」「本気で改革」「戦後以来の大改革」という言葉が躍りました。 
  
 ル・ボンは、管理者、独裁者の特徴についてものべています。 
〇独裁者は、断言する 
〇 々   言葉を反復する 
〇 々   民衆の間に感染を呼び起こす 
 安倍首相の断言、反復する口調は、正に独裁者のそれであります。 
 
 時事通信社の最新の世論調査（２月５～８日）によると安倍内閣の支持率は、４７．４％

と前月比で０．２ポイントのわずかな上昇となっています。 
 安倍首相は「イスラム国」の人質殺害事件さえも、「反テロ」「排外主義」の国民感情を

煽り、支持率上昇につなげようとしました。 
 しかし、国民は案外冷静であります。国民を感染に巻き込む点では、安倍首相の意図は

今のところ「不発」に終わっていると言わなければなりません。 
 しかし、安倍首相の憲法９条改悪への野心は露わであります。改憲スケジュールさえ堂々

と示しています。 
 
 来年７月の参議院選挙前に改憲案を取りまとめ、選挙の争点にして戦う。恐らく、衆議

院選挙とのダブルにする。そして、衆参で３分の２を獲得して、来年秋には改憲発議を行



う。 
 そして、再来年の２０１７年前半に国民投票を行うと言うものであります。 
 
 この春闘は、５月の連休明けに国会に出される安全保障関連の一括法の阻止、憲法改革

と真正面から立ち向かう春闘であります。 
 
 次に私たちの生活をめぐる状況です。 
 １９か月連続の物価高 
 １８ヶ月連続の実質賃金のマイナス 
 ９カ月連続の消費減 
 
 円安は、誰に恩恵をもたらしているのでしょうか？ 
 トヨタは、１円の円安で４００億円の利益増。 
 上場企業の利益は、１０円の円安で１．７兆円の増加であります。 
 それによって株価を押し上げるという仕組みであります。 
 
 ２０１５年３月期のトヨタ自動車の連結の営業利益は、史上最高の２．７兆円。 
 しかし、トヨタ自動車労組のベア要求は、６０００円。 
 「賃上げ抑制春闘」の先頭に立っている訳であります。 
 
 私たちは、全労連の月額２万円以上、時間額１５０円以上の賃上げ、最低賃金時給１０

００円の実現の要求を高く掲げ春闘を闘って行きます。 
「賃上げで真の景気回復を」「非正規労働者の正規化で安定した雇用と社会の実現」の世

論を高める「社会的春闘」を先行させ、各企業での賃上げにつなげて行く方針であります。 
 
労働法制の改悪の問題では、全面対決の国会、全面対決の春闘であります。若者から未

来を奪わない、そのために労働者派遣法の改悪はじめ労働法制の改悪を阻止するため全力

を挙げましょう。 
 
２０１４年の高知県の人口の社会減は、２、１７９人であります。最低賃金の大幅引上

げ、全国一律最賃制度の確立、公契約条例の制定で、若者が地域で安心して暮らせる高知

県、地域を作って行こうではありませんか。 
 
本日は「龍馬マラソン」が行われております。交通規制に巻き込まれ難儀をされた方も

多いと思います。尾﨑県政が進める「高知家」プロモーションは、いわば「外向けの高知

家」であります。「売らんかな」「呼び込まんかな」。それも必要であります。 



 しかし、忘れてはならないことは、豊かな郷土に現に根を張って生活をしている県民

の生活や営業が成り立つことであります。「うち向けの高知家」、「包摂型の高知家」作りを

進めて行かなければなりません。 
 
昨年の大会で「組織拡大特別会計」を創設しました。１１月から１２月にかけて、ＦＭ

高知とＲＫＣ高知放送で「若者向けのＣＭ」を１か月間流しました。県労連は、若者、取

り分け非正規の労働者の処遇改善に「本気で取り組んでいる」というアピールをしました。 
そして、今日お手元にお配りしているボールペン。労働相談のお知らせの文字を刷り込

んでいます。１０００本取りあえず作りました。 
未組織の労働者に宣伝の際に配布すると同時に、組織内、労働相談センターの賛助会員

にも配布して、未組織労働者の相談活動、問題解決の機運を高めて行きたい。そして、組

織の内外で組織拡大を前進させたいと考えています。 
 
この春闘を通じて強く、大きな県労連を築いていこうではありませんか。 
 
熱心案討論をお願いしまして、執行部を代表してのあいさつといたします。 
 
 

  
 
 
 
 
 
 


